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１．佐久間道路・三遠道路の事業概要

１）位置付け

（１）三遠南信自動車道の事業概要

三遠南信自動車道（一般国道４７４号）は、長野県飯田市から静岡県浜松市に

至る延長約100㎞の高規格幹線道路であり、中央道、新東名と連絡し、地域間の

連携強化、奥三河、北遠州、南信州地域の秩序ある開発、発展に大きく寄与する

重要な路線で、飯喬道路、小川峠道路、青崩峠道路、佐久間道路・三遠道路など

から成る一般国道の自動車専用道路です。

①既存の高速交通体系から取り残された地域への高速サービスの提供

②災害に強い道路網の構築・地域医療サービス向上への支援

③三遠南信地域の交流促進、連携強化による地域の秩序ある開発、発展

等に寄与する高規格幹線道として広域的な役割を期待されています。

三遠南信自動車道（一般国道４７４号）は、長野県飯田市から静岡県浜松市に

至る延長約100㎞の高規格幹線道路であり、中央道、新東名と連絡し、地域間の

連携強化、奥三河、北遠州、南信州地域の秩序ある開発、発展に大きく寄与する

重要な路線で、飯喬道路、小川峠道路、青崩峠道路、佐久間道路・三遠道路など

から成る一般国道の自動車専用道路です。

①既存の高速交通体系から取り残された地域への高速サービスの提供

②災害に強い道路網の構築・地域医療サービス向上への支援

③三遠南信地域の交流促進、連携強化による地域の秩序ある開発、発展

等に寄与する高規格幹線道として広域的な役割を期待されています。

－ １ －

高 規 格 幹 線 道 路 網 図

高規格幹線道路とは、高速交通サービスの普及、主要拠点間の連絡
強化を目標とし、地域中枢、中核都市、地域の発展の核となる地方都
市及び周辺地域等から概ね1時間程度で利用可能となることを目標と

して整備しています。



２）計画概要

三 遠 南 信 自 動 車 道 全 体 位 置 図

路線名 ：三遠南信自動車道

事業種別 ：一般国道４７４号（高規格幹線道路）

起終点 ：長野県飯田市山本～静岡県浜松市北区

全体延長 ：約１００ｋｍ

設計速度 ： ８０ｋｍ／ｈ（６０ｋｍ／ｈ）

開通済延長 ：小川路峠道路 矢筈トンネル ４．８ｋｍ

青崩峠道路 草木トンネル ２．２ｋｍ

飯喬道路 第１工区 ７．２ｋｍ

事業化区間 ：飯喬道路（平成元年度（第３工区） 、平成４年度（第１・２工区） ）

Ｌ＝２２．１ｋｍ

小川路峠道路（昭和５９年度） Ｌ＝ ６．０ｋｍ

青崩峠道路（昭和５８年度（草木トンネル）、平成４年度）

Ｌ＝１３．１ｋｍ

佐久間道路・三遠道路（平成5年度） Ｌ＝２７．９ｋｍ

路線名 ：三遠南信自動車道

事業種別 ：一般国道４７４号（高規格幹線道路）

起終点 ：長野県飯田市山本～静岡県浜松市北区

全体延長 ：約１００ｋｍ

設計速度 ： ８０ｋｍ／ｈ（６０ｋｍ／ｈ）

開通済延長 ：小川路峠道路 矢筈トンネル ４．８ｋｍ

青崩峠道路 草木トンネル ２．２ｋｍ

飯喬道路 第１工区 ７．２ｋｍ

事業化区間 ：飯喬道路（平成元年度（第３工区） 、平成４年度（第１・２工区） ）

Ｌ＝２２．１ｋｍ

小川路峠道路（昭和５９年度） Ｌ＝ ６．０ｋｍ

青崩峠道路（昭和５８年度（草木トンネル）、平成４年度）

Ｌ＝１３．１ｋｍ

佐久間道路・三遠道路（平成5年度） Ｌ＝２７．９ｋｍ

（事業化年度）
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１）事業目的

２）計画概要

（２）佐久間道路・三遠道路の概要

一般国道474号佐久間道路・三遠道路は、高規格幹線道路「三遠南信自動車道」

の一部を構成し、佐久間道路・三遠道路は静岡県浜松市天竜区佐久間町から静岡

県浜松市北区引佐町に至る延長２７．９kmの自動車専用道路です。

次の３点を主な目標に事業を推進しています。

①国土ネットワーク網の構築

②奥三河、北遠地域の連携強化

③災害に強い地域間ネットワークの構築

一般国道474号佐久間道路・三遠道路は、高規格幹線道路「三遠南信自動車道」

の一部を構成し、佐久間道路・三遠道路は静岡県浜松市天竜区佐久間町から静岡

県浜松市北区引佐町に至る延長２７．９kmの自動車専用道路です。

次の３点を主な目標に事業を推進しています。

①国土ネットワーク網の構築

②奥三河、北遠地域の連携強化

③災害に強い地域間ネットワークの構築

さ く ま どう ろ さん えん なん しん じ どう しゃ どう

しず おか けん はま まつ し てん りゅう く さ く ま ちょう

さん えん どう ろ

さ く ま どう ろ さん えん どう ろ

けん はま まつ し き た く い な さ ちょう

事業名 ：一般国道４７４号 三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路

起終点 ：（起点）静岡県浜松市天竜区佐久間町河合～

（終点）静岡県浜松市北区引佐町東黒田

延長 ：２７．９ｋｍ

道路規格 ：第１種第３級

設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

車線数 ：２車線（佐久間IC～引佐JCT ）

事業化 ：平成５年度

用地着手年度 ：平成１３年度

工事着手年度 ：平成１５年度

前回の再評価 ：平成１６年度（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ：約１，４００億円

事業名 ：一般国道４７４号 三遠南信自動車道 佐久間道路・三遠道路

起終点 ：（起点）静岡県浜松市天竜区佐久間町河合～

（終点）静岡県浜松市北区引佐町東黒田

延長 ：２７．９ｋｍ

道路規格 ：第１種第３級

設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ

車線数 ：２車線（佐久間IC～引佐JCT ）

事業化 ：平成５年度

用地着手年度 ：平成１３年度

工事着手年度 ：平成１５年度

前回の再評価 ：平成１６年度（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ：約１，４００億円

さん えん なん しん じ どう しゃ どう さ く ま どう ろ さん えん どう ろ

しず おか けん はま まつ し てん りゅう く さ く ま ちょう かわ い

しず おか けん はま まつ し きた く いな さ ちょう ひがしくろ だ
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佐 久 間 道 路 ・ 三 遠 道 路 の 全 体 位 置 図

佐 久 間 道 路 ・ 三 遠 道 路 の 標 準 断 面 図

土工部

橋梁部・高架部 トンネル部

1.751.75 3.50 3.50

10.50

1.251.25 3.50 3.50

9.50

1.251.25 3.50 3.50

9.50

道路規格：第１種３級 設計速度：８０km/ｈ

－ 4 －
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東栄町 豊根村
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（三ヶ日JCT）

（引佐JCT）

151

152

257
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※ （○○ IC、JCT ）は仮称である

終 静岡県浜松市北区引佐町東黒田

三遠道路
L=21.0ｋｍ

佐久間道路
L=6.9ｋｍ

起 終 愛知県北設楽郡

東栄町三輪

起 静岡県浜松市天竜区佐久間町川合
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事業進捗率は約５０％、用地取得率は約９０％となっています。

（平成２１年度末 見込み）

佐久間IC〔仮称〕～東栄IC〔仮称〕間（L=６．９km）について、用地買収をほぼ

完了し、平成２０年度より工事に着手し、現在、改良工事等を施工中です。

東栄IC〔仮称〕～鳳来IC〔仮称〕間（L=７．１km）について、測量・調査を実施中

です。

鳳来IC〔仮称〕～引佐JCT〔仮称〕間（L=１３．９km）について、平成１５年度より

工事に着手し、現在、トンネル、橋梁工事等を施工中です。

事業進捗率は約５０％、用地取得率は約９０％となっています。

（平成２１年度末 見込み）

佐久間IC〔仮称〕～東栄IC〔仮称〕間（L=６．９km）について、用地買収をほぼ

完了し、平成２０年度より工事に着手し、現在、改良工事等を施工中です。

東栄IC〔仮称〕～鳳来IC〔仮称〕間（L=７．１km）について、測量・調査を実施中

です。

鳳来IC〔仮称〕～引佐JCT〔仮称〕間（L=１３．９km）について、平成１５年度より

工事に着手し、現在、トンネル、橋梁工事等を施工中です。

（３）事業の進捗状況及び進捗率

（４）事業進捗の見込み

佐久間IC〔仮称〕～引佐JCT〔仮称〕間、２７．９kmは早期供用を目指します。佐久間IC〔仮称〕～引佐JCT〔仮称〕間、２７．９kmは早期供用を目指します。
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（水窪北ＩＣ）

（小嵐ＩＣ）
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(分)

２．佐久間道路・三遠道路の事業の必要性

１）広域交流、高速交通体系から取り残された地域

（１）事業を巡る社会情勢等の変化

高速ネットワークの拡大が進むなか、当該地域は既存の高速ネットワークから取

り残されており、高速道路アクセス６０分圏域外となっています。

都市部への依存が高い地域にも係らず、都市部へのアクセス性が非常に低く

なっています。

高速ネットワークの拡大が進むなか、当該地域は既存の高速ネットワークから取

り残されており、高速道路アクセス６０分圏域外となっています。

都市部への依存が高い地域にも係らず、都市部へのアクセス性が非常に低く

なっています。

◆北遠地域・奥三河地域の都市部への依存度

※北遠地域：浜松市天竜区
奥三河地域：設楽町、東栄町、豊根村、新城市（旧新城市を除く）

出典：三遠南信地域住民行動・意識アンケート調査（平成17年）

◆中部の高速道路網とＩＣ６０分圏域

－ 6 －

凡 例

高速道路IC60分圏域
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１
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362

23

150

19
151

153
高速道路体系か
ら取り残され、高
速道路サ－ビス
を受けられない

伊勢湾岸
自動車道

＜主要都市間の現況所要時間＞

・浜松市⇔飯田市 約４時間（一般道）
約２時間30分（高速）

＜IC60分人口ｶﾊﾞ-率（現況）＞
・北遠地域：74％ ・奥三河地域：90％

旧水窪町

◆北遠地域から浜松市中心部までの所要時間

※旧佐久間町～浜松市中心部：約60km 旧水窪町～浜松市中心部：約65km
所要時間においては、規制速度にて算出

約100分

約110分

浜松市への依存度が高い割に、所要時間が非常にかかる
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

人付き合い（親族）

贈答品購入

余暇活動・趣味

医療

自市町村内比率 地域内 都市部への依存率 その他



33.3%

30.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

旧佐久間町

旧水窪町

国道151号、152号、473号において、長時間の通行止めが発生しています。

旧佐久間町から浜松市中心部へのルートにおいては、１kmあたり防災危険箇所数

が静岡県平均の約４倍となっているなど、異常気象時や災害発生時には日常生活

に支障をきたす可能性があります。

奥三河・北遠州地域においては異常気象時や災害時に強い道路が必要です。

国道151号、152号、473号において、長時間の通行止めが発生しています。

旧佐久間町から浜松市中心部へのルートにおいては、１kmあたり防災危険箇所数

が静岡県平均の約４倍となっているなど、異常気象時や災害発生時には日常生活

に支障をきたす可能性があります。

奥三河・北遠州地域においては異常気象時や災害時に強い道路が必要です。

２）脆弱な道路網

◆旧佐久間町から旧浜松市域へのアクセスルートにおける
防災危険箇所数

R151、R152、R473＝82箇所（1.2箇所/km)

◆旧佐久間町から旧浜松市域へのアクセスルートにおける
事前通行規制区間延長

R151、R152、R473＝29%（20km)

0.3

1.2

0 0.4 0.8 1.2 1.6

静
岡
県
平
均

現
況

151151 152152 473473

静岡県平均の約４倍

（箇所/km）

19

29

0 20 40 60 80 100

151151 152152 473473

静
岡
県
平
均

現
況

（%）

◆当該地域の浜松市中心部等への依存

出典：愛知県新城設楽事務所・浜松市資料

出典：愛知県新城設楽事務所・浜松市資料

佐久間・三遠道路と並行する路線の通行止め日数と回数

◆通行止め発生の実績と災害発生時の孤立化の恐れ

国道152号 災害発生状況
（H18.9.4）

出典：愛知県新城設楽事務所・浜松市資料

（時間） （回数）

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年

1600

1500

300

200

100

0

6

3

0

5回

0回

6回

4回

約86時間
（約4日）

約215時間
（約9日）

約1508時間
（約63日）

通行止め時間 規制回数

151151 152152 473473

※対象路線：国道151、152、473号、（主）飯田富山佐久間線、天竜東栄線

※国道151号・国道152号を利用してアクセスする都市
（旧浜松市、旧浜北市、旧天竜市）への移動を対象に集計
人数については、人口をアンケート結果の割合で試算

出典：三遠南信地域住民行動・意識アンケート調査（平成17年）

通勤

（約1,000人）

（約1,700人）

－ 7 －

150mm

180mm

150mm

150mm

150mm

150mm

150mm

（鳳来ＩＣ）

（東栄ＩＣ）

（引佐北IC）

（佐久間ＩＣ）

（引佐JCT）

100mm

180mm

180mm

150mm

100mm

旧佐久間町

旧水窪町

100mm以上の降雨

で都市部に通勤する

約3,000人に影響が

出る可能性あり

151

257

152

473

152

152

151

473

静岡県

愛知県

長野県

：事前通行規制区間
は、規制実施連続雨量

：通行止め発生箇所
：100mm以上の降雨で
孤立化が想定されるエリア

100mm

凡例

※事前通行規制区間（緑線）のうち、太線の区間は旧佐久間町から
旧浜松市域へのルート上に位置する事前通行規制区間



旧水窪町、旧佐久間町、東栄町、豊根村では人口１千人あたりの医師数が全

国平均を大きく下回っています。

自市町村内通院比率が低く、都市部への依存が高くなっています。

東栄町や旧佐久間町から第三次医療施設への搬送時間は60分以上も要して

おり、救急救命の視点から時間短縮可能な道路が必要です。

旧水窪町、旧佐久間町、東栄町、豊根村では人口１千人あたりの医師数が全

国平均を大きく下回っています。

自市町村内通院比率が低く、都市部への依存が高くなっています。

東栄町や旧佐久間町から第三次医療施設への搬送時間は60分以上も要して

おり、救急救命の視点から時間短縮可能な道路が必要です。

３）低い地域医療サービス水準

◆第三次医療施設の６０分圏 ◆第三次医療施設への搬送実績

※佐久間病院、東栄病院ヒアリング結果より

聖
隷
三
方
原
病
院

（
第
三
次
医
療
施
設
）

11回搬送

※H21.4～H21.9（半年間）

※

3回搬送

佐久間病院
（第二次医療施設）

東栄病院
（第二次医療施設）

※

現在、当院から他の病院へ搬送する場合は、病状、搬送時間、搬送

ルートなどを考慮して、豊橋市民病院、聖隷三方原病院等へ搬送しま

す。 現在は、いずれもの病院への搬送についても、所要時間がかか

るため、搬送時間の短縮され、病状などに応じて、搬送病院を選択で

きる体制が構築できることを期待している。

〔東栄病院へのヒアリングより〕

病院間搬送時の搬送先病院の選択

東栄病院⇔豊橋市民病院：約100分

東栄病院⇔聖隷三方原病院：約70分

－ 8 －※ （○○ IC ）は仮称である

（鳳来ＩＣ）

（東栄ＩＣ）

（引佐北ＩＣ）

浜松市

森町

袋井市磐田市

新城市

設楽町

湖西市

豊橋市

豊根村

東名高速道路

新東名高速道路

長野県

愛知県

静岡県
（佐久間ＩＣ）

東栄病院から
⇒聖隷三方原病院：70分
⇒豊橋市民病院：100分

362

473

151

1

301

150

152

151153

257

418

岐阜県

東栄病院

佐久間病院⇒聖隷三方原病院
75分

佐久間病院

豊橋市民病院

（引佐JCT）

救急搬送時のルート（現況）

聖隷三方原病院６０分圏

三次医療施設

二次医療施設

凡
例

151

聖隷三方原病院

257

◆地域別に見た人口１千人あたりの医師数（人） ◆自市町村内通院比率及び主な通院先

出典：三遠南信地域住民行動・意識アンケート調査
（平成17年）

（鳳来ＩＣ）

浜松市

森町

掛川市

袋井市

磐田市

新城市

設楽町

湖西市

新居町

豊橋市

豊根村

東栄町

東名高速道路

新東名高速道路

浜松市

浜松市内

39%

40%

（引佐北ＩＣ） 362

1

301

150

152

151

153

473
旧佐久間町

30％以上
20～30％未満
10～20％未満
0～10%未満
通院における都市部への依存度

凡
例

47%

旧水窪町

（佐久間ＩＣ）

（東栄ＩＣ）

※（○○ IC ）は仮称である

（引佐JCT）
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

全国平均：2.１人

1.6人

2.0人

1.8人

1.4人

東三河地域・
旧水窪町・旧佐久間町

では医師が不足

※東三河地域：新城市、設楽町、東栄町、豊根村、豊橋市、豊川市、蒲郡市、
田原市、音羽町、小坂井町、御津町（現市町村単位）

西遠地域：浜松市、湖西市、新居町（現市町村単位）

2.5人

1.8人

1. 5人

1.8人

旧水窪町
旧佐久間町

旧浜松市 西遠
地域

静岡県
平均

東栄町
豊根村

豊橋市 東三河
地域

愛知県
平均

〔静岡県〕

〔愛知県〕

（人）

出典：厚生労働省 H18医師、歯科医師、薬剤師調査
※旧水窪町・旧佐久間町の医師数、人口は、合併前のデータ(H16)を補正して算出



御前崎港

中部国際空港 富士山静岡空港

三河港

東名高速道路

新東名高速道路

（鳳来ＩＣ）

（東栄ＩＣ）

（佐久間ＩＣ）

（引佐北ＩＣ）

浜松市

11

2323

飯田市

153153

257257

中央自動車道

喬木ＩＣ

（程野ＩＣ）

（飯田東ＩＣ）

（千代ＩＣ）

天竜峡ＩＣ

飯田山本ＩＣ

浜名湖

茶臼山高原

舘山寺温泉

弁天島温泉

浜松城

中田島砂丘

鳳来寺山

赤引温泉

竜ヶ岩洞

東三河

西遠

（水窪北ＩＣ）

（小嵐ＩＣ）

※ （○○ IC ）は仮称である

湯谷温泉

豊川IC

：主な観光地
：鳳来寺山の90分圏域（現況）

凡例

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H15 H16 H17 H18 H19

(万人)
西遠地域(静岡県) 東三河地域（愛知県）

４）観光交流の促進と地域の期待

三遠南信地域の観光地の入りこみ客数は、近年横ばいに推移しています。

人口の集中する名古屋圏から沿線の主な観光地までの所要時時間は最大で

約２時間と集客が見込める都市圏からのアクセス性は非常に低くなっています。

三遠南信地域の観光地の入りこみ客数は、近年横ばいに推移しています。

人口の集中する名古屋圏から沿線の主な観光地までの所要時時間は最大で

約２時間と集客が見込める都市圏からのアクセス性は非常に低くなっています。

◆鳳来寺山（年間入込み客数約30万人）の90分圏域と沿線の主な観光地

◆当該地域の観光入込み客数の推移

※（ ）内は鳳来寺山の観光約数の推移
出典：愛知県観光レクリエーション利用者統計、H19年度観光交流の動向（静岡県）

3,985
（32）

3,985
（30）

3,690
（29）

3,690
（28）

3,688
(25）

1,613
2,081

1,698 1,736 1,709

近年 横ばいが続く

写真出典：
新城市観光協会HP、浜名湖観光圏整備計画、とうえい温泉HP

◆県境を越えた地域振興への期待

平成19年2月14日（水）
東日新聞

－ 9 －

とうえい温泉

257257 11

153153

名古屋市

地域の声：湯谷温泉（新城市鳳来町）旅館組合へのヒアリング結果より

当該地域へは、名古屋市、浜松市、静岡市からの来訪者が多いのですが、紅葉シ－ズン
は一般道の渋滞が激しいことから、高速道路からのアクセスが良くなることを期待しています。

また、周遊観光客数の増加に向けた取り組みを地域で行っているが、骨格となる道路が無
いことが課題となっています。

約34％約130万人静岡県

約45％約290万人愛知県

人口ｶﾊﾞ-率ｶﾊﾞ-人口

とうえい温泉

鳳来寺

11
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鳳来寺山 とうえい温泉 鳳来寺山 とうえい温泉

名古屋市から 浜松市から

（分） 高速道路 一般道

【沿線観光地までの所要時間】

約100分

約130分

約70分

約90分



２．佐久間道路・三遠道路の事業の必要性

１）地域連携の強化

（２）事業の投資効果

浜松市から飯田市までの所要時間が最大約４時間から約2時間に短縮します。

交流可能人口も拡大することから、三遠南信地域の広域的な交流の促進が期

待されます。

通勤等の日常的な移動においても大幅な時間短縮が図られます。

浜松市から飯田市までの所要時間が最大約４時間から約2時間に短縮します。

交流可能人口も拡大することから、三遠南信地域の広域的な交流の促進が期

待されます。

通勤等の日常的な移動においても大幅な時間短縮が図られます。

◆高規格道路IC60分圏域人口カバー率の変化◆浜松市の１日交流可能人口の拡大

1,150

1,200

1,250

1,300

1,350

1,400

1,450

２時間交流人口 ３時間交流人口

（万人） 整備前 整備後

0

1,210
万人

1,240万人

20万人増加
（約3%増加）

1,215
万人

1,230万人

15万人増加
（約1%増加）

※１日交流可能人口：片道概ね3時間以内で到達できる範囲に住む人口

長野県方面の交流可能人口が
拡大し、南北間の移動機会

拡大の可能性

－ 10 －

◆高速道路ＩＣ６０分圏域の変化

凡 例

高速道路IC60分圏域（現況）

高速道路IC60分圏域（整備後）
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257

152

473

153

１

１

362
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150

151
153沿線地域の高速

道路ｻ-ﾋﾞｽが飛躍
的に向上し、地域
間交流も活性化

旧佐久間町

旧水窪町
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現況（高速経由）

現況（一般道経由）
整備後

【沿線都市間の所要時間の変化】
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※北遠地域：浜松市天竜区
奥三河地域：新城市、東栄町、設楽町、豊根村
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整備前 整備後
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愛知県平均：100%・静岡県平均：97%（現況）
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中部国際空港
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事前通行規制区間
を回避

（鳳来ＩＣ）

（東栄ＩＣ）

（引佐北IC）

（佐久間ＩＣ）

（引佐JCT）

旧佐久間町

旧水窪町

静岡県

愛知県

：事前通行規制区間
（太線は旧佐久間町から旧浜松市域へ
のルート上の事前通行規制区間）

：通行止め発生箇所

◆佐久間・三遠道路の整備による災害に強い道路の確保

２）災害に強い地域間ネットワークの構築

佐久間・三遠道路の整備により、1kmあたりの防災危険箇所数や事前通行規

制区間比率が静岡県平均とほぼ同じレベルに減少します。

事前通行規制区間を回避できることで、通行規制の影響が軽減されるとともに、
当該地域の住民約1,000人が孤立化を回避可能になります。

災害に強い地域間ネットワークの構築により地域の安全安心が確保されます。

佐久間・三遠道路の整備により、1kmあたりの防災危険箇所数や事前通行規

制区間比率が静岡県平均とほぼ同じレベルに減少します。

事前通行規制区間を回避できることで、通行規制の影響が軽減されるとともに、
当該地域の住民約1,000人が孤立化を回避可能になります。

災害に強い地域間ネットワークの構築により地域の安全安心が確保されます。

◆防災危険箇所数の変化 82箇所⇒17箇所

（旧佐久間町から浜松市中心部へのルートで試算）
◆事前通行規制区間比率の変化 20km⇒7km

（旧佐久間町から浜松市中心部へのルートで試算）
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出典：愛知県新城設楽事務所・浜松市資料 出典：愛知県新城設楽事務所・浜松市資料

※通行止め時間データ
：H16～19年 ４年間の平均値

※ （○○ IC ）は仮称

凡例

災害に強い道路網の構築が実現
安心して暮らせる地域を創造

旧佐久間町の人口の約2割に
あたる約1,000人が孤立化を

回避可能に

－ 11 －
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現浜松市天竜区 奥三河地域

聖隷三方原病院の６０分圏

人口カバー率は浜松市天竜
区において、約７０%から約

８０%に、東三河北部地域に

おいては、約８０%から約９

０%に向上します。

聖隷三方原病院への搬送
時間が約30分短縮されるこ

とで、救命率が向上します。

聖隷三方原病院の６０分圏

人口カバー率は浜松市天竜
区において、約７０%から約

８０%に、東三河北部地域に

おいては、約８０%から約９

０%に向上します。

聖隷三方原病院への搬送
時間が約30分短縮されるこ

とで、救命率が向上します。

３）三次医療施設へのアクセス向上

◆第三次医療施設（聖隷三方原病院）の
人口カバー率（６０分圏域）の拡大

※奥三河地域：新城市、設楽町、東栄町、豊根村

68%

81%

77%

88%

現況 整備後

◆第三次医療施設の６０分圏域の拡大

◆救急搬送時の救命率の向上

聖隷三方原病院への救急車による搬送が今年4月
～9月の半年間で11件ありました。

佐久間道路・三遠道路の整備により、搬送時間が
大幅に短縮されるため、要救命患者の救命率の向
上が期待されます。

〔佐久間病院・浜松市天竜消防署ヒアリングより〕

佐久間病院から聖隷三方原病院
現況：75分 ⇒ 整備後：45分

75分

45分

カーラーの救命曲線

カーラーの救命曲線における多量出血のケー
スは死亡率が100%から約75%程度に低下

三遠南信+連絡路
東名（豊川）
国道151号

三遠南信
（東栄～引佐北）

国道257号

三遠南信
（佐久間～引佐北）

国道257号

整備後 整備後現況現況

100分

70分

75分

所要時間

70分国道151号20件
東栄病院

⇒豊橋市民病院

国道151号
国道257号

国道152号

主な搬送ﾙ-ﾄ

40分3件
東栄病院

⇒聖隷三方原病院

45分11件
佐久間病院

⇒聖隷三方原病院

搬送
実績

◆第三次医療施設への搬送時間短縮

佐久間道路・三遠道路整備後は当院から三次医療施設への搬送時間が
大幅に短縮されるため、病状に応じた搬送先の選択が可能になると考えら
れます。

また、搬送先として聖隷三方原病院が選択される機会が今より増えると
思います。

〔東栄病院へのヒアリングより〕

救急病院 三遠南信自動車道整備による選択性の向上への期待

－ 12 －

※①新東名高道路供用時のネットワークを想定 ② （○○ IC ）は仮称

（鳳来ＩＣ）

（東栄ＩＣ）

（引佐北ＩＣ）

浜松市

森町

袋井市

磐田市

新城市

設楽町

湖西市

新居町

豊橋市

豊根村

東栄町

東名高速道路

新東名高速道路

聖隷三方原病院

長野県

愛知県

静岡県

岐阜県

東栄病院

362

473

151

1

301

150

152

151153

257

418

佐久間病院

凡
例

救急搬送時のルート（現況）

救急搬送時のルート（整備後）

聖隷三方原病院６０分圏（整備前）

聖隷三方原病院６０分圏（整備後）

三次医療施設

二次医療施設

豊橋市民病院

（引佐JCT）

豊川IC

（佐久間ＩＣ）



４）沿線地域の観光地へのアクセス向上

名古屋市等の人口集中地域から沿線の観光地までの所要時間が約40分短縮

するなど、観光地の地理的ポテンシャルが向上することで、観光客数の増加や

来訪頻度の増加などの効果が期待されます。

一般道の走行時間が減少することで、来訪時の快適性が向上します。

地域で進行中の観光地活性化活動の支援につながることが期待されます。

名古屋市等の人口集中地域から沿線の観光地までの所要時間が約40分短縮

するなど、観光地の地理的ポテンシャルが向上することで、観光客数の増加や

来訪頻度の増加などの効果が期待されます。

一般道の走行時間が減少することで、来訪時の快適性が向上します。

地域で進行中の観光地活性化活動の支援につながることが期待されます。

◆観光地活性化への動き【浜名湖観光圏整備計画（浜松市・湖西市・新居町）】

出典：浜名湖観光圏整備計画－ 13 －

◆鳳来寺山の90分圏域の拡大と沿線の主な観光地

※①新東名高道路供用時のネットワークを想定 ②IC名は仮称

中部国際空港

富士山静岡空港

東名高速道路

新東名高速道路

（鳳来ＩＣ）

（東栄ＩＣ）

（佐久間ＩＣ）

（引佐北ＩＣ）

11

2323

153153

257257

（水窪北ＩＣ）

（小嵐ＩＣ）

湯谷温泉

茶臼山高原

舘山寺温泉

弁天島温泉

浜松城

中田島砂丘

とうえい温泉

鳳来寺山

竜ヶ岩洞

浜松市

浜名湖観光圏御前崎港

：主な観光地
：鳳来寺山の90分圏域（現況）
：鳳来寺山の90分圏域（整備後）

凡例

赤引温泉

名古屋市中心部
などが90分圏に

なり、観光客数の
増加に期待 257257

153153

名古屋市

0

30

60

90

120

150

名古屋市
～鳳来寺山

名古屋市
～とうえい温泉

浜松市
～鳳来寺山

浜松市
～とうえい温泉

（分） 整備前 整備後

15分

短縮100分

85分

130分

90分

70分
60分

90分

65分

60
分

40
分

75
分

10
分

60
分

70
分

80
分

10
分

70
分

15
分

45
分

90
分

20
分

45
分

高速道路走行時間 一般道走行時間

40分

短縮

10分

短縮

25分

短縮

【主な観光地までの所要時間の変化】

一般道走行時間の減少
により、渋滞に遭遇する
確率が下がり、来訪時
の快適性も向上

42％

77％

整備後

160万人

550万人

整備後 現況現況

34％130万人静岡県

40％290万人愛知県

人口ｶﾊﾞ-率ｶﾊﾞ-人口

【計画の概要】

・観光圏整備計画の期間：平成21年4月～平成26年3月

・目標（観光交流客数）：1,7093千人（H19）⇒19,300千人（H25）、目標（宿泊客数）：2,498千人（H19）⇒2,820千人（H25）

浜名湖 舘山寺



（３）費用便益比（Ｂ／Ｃ）

○投資効率性の評価
◇Ｂ／Ｃ（事業全体）

＝ ＝
１，３０６億円 ＋ ２２１億円 ＋ ５８億円

１，２９１億円 ＋ ７５億円

１，５８６億円

１，３６６億円
＝ １．２

◇Ｂ／Ｃ（残事業）

１，３０６億円 ＋ ２２１億円 ＋ ５８億円

５６７億円 ＋ ７５億円

＝
１，５８５億円

６４２億円
＝ ＝ ２．５

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

前回再評価（H１６）時 Ｂ／Ｃ（事業全体）： １．３ （残事業）： １．４

今回再評価時 Ｂ／Ｃ（事業全体）： １．２ （残事業）： ２．５

【前回再評価からの変更点】

・評価対象期間の見直し（４０年→５０年）

・費用便益マニュアルの改訂による車種別の時間価値原単位等の変更

・将来の総走行台キロの改訂

１）佐久間道路・三遠道路

◇費用便益比（B/C） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費

■走行時間短縮便益： 佐久間道路、三遠道路の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間
価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額

■走行経費減少便益： 佐久間道路、三遠道路の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイ
ヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備した場合の走行経費
を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維
持・修繕）費、車両償却費等）

佐久間道路、三遠道路の整備がない場合の交通事故による社会的損失額
（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、整備した場合の
交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運
転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車
両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■交通事故減少便益：

■ 事 業 費 ：佐久間道路、三遠道路の整備に要する費用（工事費、用地費等）

■ 維 持 管 理 費 ： 佐久間道路、三遠道路を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、
照明費等）

－ 14 －

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生
する便益を対象として算出した。



３．コスト縮減や代替案立案等の可能性
（１）コスト縮減

残事業費約７１０億円のうち、約５８億円（約８％）のコスト縮減を図ります。

そのうち、主な縮減内容は、以下の通りです。

・IC構造の見直し（２箇所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約３７億円

・道路線形の見直し
トンネルが７０ｍ短縮（１箇所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 ３億円

橋梁が２００ｍ短縮（３箇所） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 ９億円

・鋼橋における少数主桁の採用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 １億円

・その他（ﾉ-ｽﾞ位置見直し、桁配置見直し、免震支承採用、トンネル換気施設の見直し等）・・・約 ８億円

引続きコスト縮減に努めながら、現計画に基づいて事業を推進します。

残事業費約７１０億円のうち、約５８億円（約８％）のコスト縮減を図ります。

そのうち、主な縮減内容は、以下の通りです。

・IC構造の見直し（２箇所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約３７億円

・道路線形の見直し
トンネルが７０ｍ短縮（１箇所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 ３億円

橋梁が２００ｍ短縮（３箇所） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 ９億円

・鋼橋における少数主桁の採用 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・約 １億円

・その他（ﾉ-ｽﾞ位置見直し、桁配置見直し、免震支承採用、トンネル換気施設の見直し等）・・・約 ８億円

引続きコスト縮減に努めながら、現計画に基づいて事業を推進します。

代替案として考えられるル－トの見直しは①山岳地帯であり他に安全に走行

できるル－ト選定が困難であること。②用地取得がほぼ完了している状況で

ある。ことなどから、計画の変更は困難です。

代替案として考えられるル－トの見直しは①山岳地帯であり他に安全に走行

できるル－ト選定が困難であること。②用地取得がほぼ完了している状況で

ある。ことなどから、計画の変更は困難です。

従来の多主桁形式 採用した少数主桁形式従来のRC床版を採用した多

主桁構造から、耐荷力・耐久

性に優れるPC床版を採用する

ことにより主桁本数の減、およ

び対傾を省略し構造の簡素化

を図るものです。

本構造の採用により、施工

の省力化、工期短縮はもちろ

んのこと、主構造の簡略化に

より、点検および塗装の塗り

替え作業が容易となります。

＜鋼橋における少数主桁の採用＞

約1億円削減

＜IC構造の見直し（佐久間IC・東栄IC）＞

トランペット型ＩＣは、

改変面積が大きくコス

トもかかるため、東栄

IC、佐久間ICダイヤモ

ンド型に変更。

これによりコストを約

37億円削減。
約37億円削減

トランペット型IC

ダイヤモンド型IC

＜道路線形の見直し＞
トンネルが長い

元のルート

トンネルが短い

工事費の高
いトンネル、
橋梁が短くな
るようにルー
トを変更。

トンネルを
70m短縮し、
約3億円、橋
梁を200m短
縮し、約9億

円のコストを
削減。

約12億円削減

（２）代替案立案の可能性

－ 15 －



４．対応方針（原案）
平成１６年度の事業評価監視委員会から５年間が経過したことから、以下の３つの視点で
再評価を行いました。

以上のことから佐久間道路・三遠道路の事業を継続する。

事業を巡る社会情勢等の変化
広域交流、高速交通体系から取り残された地域

脆弱な道路網

低い医療サービス水準

沿線地域の観光交流促進と地域の期待

事業を巡る社会情勢等の変化
広域交流、高速交通体系から取り残された地域

脆弱な道路網

低い医療サービス水準

沿線地域の観光交流促進と地域の期待

事業の投資効果
地域連携の強化

災害に強い地域間ネットワークの構築

三次医療施設へのアクセス向上

沿線地域の観光地へのアクセス向上

費用便益比（B／C） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．２

残事業の投資効果率性の評価 ＝ ２．５

事業の投資効果
地域連携の強化

災害に強い地域間ネットワークの構築

三次医療施設へのアクセス向上

沿線地域の観光地へのアクセス向上

費用便益比（B／C） 事業全体の投資効率性の評価 ＝ １．２

残事業の投資効果率性の評価 ＝ ２．５

コスト縮減・代替案立案の可能性
残事業費約７１０億円のうち、約５８億円（約８％）のコスト縮減（主な縮減内容：IC構造・道

路線形の見直し約４９億円、鋼橋における少数主桁の採用約１億円、その他約８億円）

ル－トの見直しは①山岳地帯であり他に安全に走行できるル－ト選定が困難であること。

②用地取得がほぼ完了している状況である。ことなどから、計画の変更は困難

コスト縮減・代替案立案の可能性
残事業費約７１０億円のうち、約５８億円（約８％）のコスト縮減（主な縮減内容：IC構造・道

路線形の見直し約４９億円、鋼橋における少数主桁の採用約１億円、その他約８億円）

ル－トの見直しは①山岳地帯であり他に安全に走行できるル－ト選定が困難であること。

②用地取得がほぼ完了している状況である。ことなどから、計画の変更は困難

１）事業の必要性に関する視点

２）事業進捗の見込みの視点

３）コスト縮減・代替案立案の可能性

事業の進捗状況
事業進捗率は約５０％、用地取得は約９０％（平成２１年度末 見込み）

佐久間IC～東栄IC間（L=６．９km）について、用地買収をほぼ完了し、現在、改良工事等を

施工中

東栄IC～鳳来IC間（L=７．１km）について、測量・調査を実施中

鳳来IC～引佐JCT間（L=１３．９km）について、トンネル、橋梁工事等を施工中

事業の進捗状況
事業進捗率は約５０％、用地取得は約９０％（平成２１年度末 見込み）

佐久間IC～東栄IC間（L=６．９km）について、用地買収をほぼ完了し、現在、改良工事等を

施工中

東栄IC～鳳来IC間（L=７．１km）について、測量・調査を実施中

鳳来IC～引佐JCT間（L=１３．９km）について、トンネル、橋梁工事等を施工中

事業進捗の見込み

佐久間IC〔仮称〕～引佐JCT〔仮称〕間、L=２７．９kmについては、早期供用を目指す。

事業進捗の見込み

佐久間IC〔仮称〕～引佐JCT〔仮称〕間、L=２７．９kmについては、早期供用を目指す。
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